
10 ⽉ 28 ⽇(⼟)に福井市きらら館にて職員を対象に集合形式で開催(60 名参加) 
今年度の職員研修では、全事業所のサービス実践報告を⾏いました。各事業所とも、⽇頃から積み重ねてきた⽀援内容について、報告しました。 
【事業所名︓報告テーマ】 
若狭事業所︓こだわりのある K さんへの⽀援について 
あわら事業所︓事務所⾏っていいですか︖〜F さんの思いを⼤切に、適切な⽀援を⽬指して〜 
福井事業所︓強度⾏動障害の⽅の⽀援を通して 
おくえつ事業所︓⾃分らしく⽣きていく〜⾃⾝と向き合う勇気〜 
丹南事業所︓⼀般就労に向けて 
丸岡南中事業所︓私の成⻑〜私の歩んできた道〜 
⼩浜事業所︓⾔葉はでないけど僕の気持ちを知ってほしいな〜親指はお⽗さん、⼈差し指はお⺟さん 僕のサインには全部意味があるんだよ〜 

 
ケース検討や⾏動の分析など、⼯夫して⽀援に取り組んでいる様⼦が⾒受けられました。また、他の事業所の報告を聞くことで、明⽇からの⽀援に活
かしたいという意⾒が多く聞かれました。今回、参加した職員で、「利⽤者の⾃⽴・能⼒向上及び、利⽤者の満⾜度 UP につながる取り組みが具体
的か」等の視点から投票を⾏いました。結果は、1 位 ⼩浜事業所、2 位 福井事業所、3 位 おくえつ事業所となりました。 

報告会後は、仁愛⼤学名誉教授 ⻄村重稀⽒より、「ケース検討会のまとめ」と題し、講義をいただきました。⻄村⽒には、令和 3 年度・4 年度
にかけて、各事業所を巡回してケース検討会を実施していただきました。今回は、その振り返りと、障がいのある⽅への⽀援⽅法のアドバイス等を講義
いただき、改めて障がいについての知識を深めることができました。 

 

令和 5 年度 ⽀援⼒向上委員会 活動報告 
⽀援⼒向上委員会では、適切なサービスを提供するため、また、職員の資質向上のため、活動しています。今年度は、職員研修

の企画・開催を中⼼に活動を⾏いました。 

職員研修会 

所属委員紹介 〜今年度の活動を振り返って〜 


